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令和３年度第１回 半田市地域福祉計画推進委員会会議要旨 

 

開催日時 令和３年７月２９日（木） １０時００分～１１時３０分 

開催場所 市役所 会議室３０３・３０４ 

会議次第 

１ はじめに 

２ 議事 

（１）令和２年度事業報告について【資料１】 

（２）ふくし課題プロジェクトについて【資料２】 

（３）重層的支援体制整備事業について【資料３】 

３ 事務連絡 

出席者 

【委員】 

溝口 昭弘、小栗 照夫、山田 嵩、森川 武彦、立石 佳輝、鷲野 林平、 

今井 友乃、下村 裕子、柴田 将人 

【半田市】 

福祉部長 新村 隆、地域福祉課 杉江 慎二、内藤 誠、吉澤 伸博、 

生活援護課 長谷川 信和、高齢介護課 沢田 義行、 

子育て支援課 伊藤 奈美 

【半田市社会福祉協議会】 

小坂 和正、前山 憲一、中根 靖幸 

欠席者 【半田市】保健センター 沼田 昌明 

次第 議事概要 

１ はじめに （地域福祉課長） 

・令和３年度 第１回 半田市地域福祉計画推進委員会を開催します。 

（福祉部長） 

・新市長となり新たな市政が始まりました。また、昨年度は半田市の新しい

地域福祉計画を完成させることができました。これは、一年掛けて皆様に

ご審議いただき、様々なご意見・ヒントを頂戴したお陰です。 

本日は忌憚なくご発言いただき、議論を深めていきたいと考えています。

よろしくお願いします。 

（地域福祉課長） 

・これからの進行は鷲野委員長にお願いします。 

２ 議事 

（１）令和２

年度事業報告

について【資

料１】 

（委員長） 

・それでは、次第に沿って議事を進行します。よろしくお願いします。 

（事務局〈市〉） 

○資料１（Ｐ．１～１１）に基づき説明。 

 



 

２ 

 

（森川委員） 

・ふくし井戸端会議など良い取り組みをしているが、評価指標の参加人数

だけでなく、中身・話し合った内容などがほしい。事業報告書を見た感じ

では行政主導が少ないので、行政主導が増えてもいいと思う。市がリーダ

ーシップをとってほしい。 

（地域福祉課長） 

・ふくし井戸端会議も成熟してきました。参加人数増加が目的ではありま

せん。令和２年度、ふくし井戸端会議はサロンなどの場に社協や市の職員

が出向いて地域課題を吸い上げました。ふくし井戸端会議の成果としての

好事例は「亀崎お助け隊 KOO」。事業報告書については社協と協力して、具

体的な成果を載せるなどわかりやすいものにしていきます。 

 また、今後、市がリーダーシップをとっていけるように改善していきま

す。 

（今井委員） 

・ふくし井戸端会議は軌道に乗った。行政は事業が続くと、どうして事業

を行っているのか分からずに行っていることが多くなる。もっと現場に出

向いて現場を見てほしい。 

（地域福祉課長） 

・ふくし井戸端会議は地域に出向いて地域課題を吸い上げる場と考えてい

ます。今後も地域の声を聞くために、地域に出向いていきます。 

（溝口委員） 

・ふくし井戸端会議に参加しているメンバーの構成は？ 

 地域の担い手の区長等に参加してもらってはどうか。 

（地域福祉課長） 

・参加者は地域によりまちまち。最近はサロンや地域活動に参加している

方などを対象とする場合が多い状況です。参加者や開催方法については

検討します。 

（小栗委員） 

・災害時避難行動要支援者名簿は本当に使えるのか。作成して終わりでは

なく、災害時にどう使うか知りたい。高齢介護課の高齢者名簿や保健セ

ンターの赤ちゃん訪問名簿に載っている人たちが要支援者名簿に載っ

ていない。工夫してほしい。 

（地域福祉課長） 

・自治区等には、「自助・公助・共助」として、平常時から要支援者への声

掛けをお願いしており、強制ではないが、できる限りの支援をしてほしい

と伝えています。なお、今年度から個別避難計画の作成を予定しています。



 

３ 

 

計画には避難経路や避難場所、支援者等を記載することを予定していま

す。 

（溝口委員） 

・「くらし相談室」での相談内容を知りたい。 

（生活援護課長） 

・国の支援策や、住まいの支援、社協の資金貸し付けに関すること、引きこ

もりに関することなど。 

 国の支援を受けている人は、支援が終われば生活保護になる可能性があ

ります。 

（下村委員） 

・社協にも相談があるのでは。 

（事務局〈社協〉） 

・緊急小口資金と総合支援資金の利用者は７０２件、フードドライブは３

００世帯の利用があり、重複者もいるが、社協全体で約１，０００件。外

国人の相談も多い状況です。 

（柴田委員） 

・生活困窮者、借金、離婚問題、家庭トラブルなどをふくし相談室で相談を

受けて関係機関につなぎ、数多くの事案を解決していることについて事業

報告書に記載してはどうか。 

（事務局〈市〉） 

・次回から記載することとします。 

２ 議事 

（２）ふくし

課題プロジェ

クトについて

【資料２】 

（事務局〈市〉） 

○資料２（Ｐ．１３～２２）に基づき説明。 

（今井委員） 

・居住支援について国交省は５年で支援はなくなるとしている。行政は切

り捨てを行っている。体が弱い人、老人などで収入のない方はアパート等

に住むことができなくなるのか。 

 国でなく、地域（市）がどうしていくか。全部が公でなくても公の援助は

必要である。 

（事務局〈社協〉） 

・居住支援法人の国の支援は令和６年度で終了する。一人暮らしや身寄り

がない人が多く、身元保証が必要になっている。半田市は市営住宅を減

らしていく方向であるが、居住支援法人の必要性は高まっており、社協

は今年度から居住支援法人となったので協力をしていきます。 

２ 議事 

（３）重層的

（事務局〈市〉） 

○資料３（Ｐ．２３～２７）・当日配付資料に基づき説明。 
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支援体制整備

事業について

【資料３】 

（山田委員） 

・不登校が多いが、引きこもりの件数は。 

（事務局〈社協〉） 

・小・中学校で約２００名が不登校。国が発表した出現率の数値を半田市

で計算すると１，１００人から１，２００人が引きこもりと考えられる。 

（山田委員） 

・（当日配付資料から）住まいについての相談が１０件あるが、どういうこ

とで相談に来るのですか。 

（事務局〈社協〉） 

・引っ越しをしたいが保証人がいない、高齢となって１階のアパートに移

りたい、家賃を払えないなど。 

（下村委員） 

・半田市の地域福祉は進んでいる。１０年前と違って子どもをとりまく家

族の支援が必要。重層的支援体制整備事業に家族支援を入れてほしい。 

（今井委員） 

・１００歳まで生きても、家族の支援は受けられない。 

（溝口委員） 

・引きこもりになるのは「いじめ」が原因か。 

（事務局〈社協〉） 

・家の中の問題が多くなっていて、理由は複雑化している。問題が大きくな

る前に解決しないといけない。 

３ 事務連絡 （事務局〈市〉） 

・次回、第２回半田市地域福祉計画推進委員会は令和４年２月３日（木）１

０時００分から開催します。 

おわりに （地域福祉課長） 

・以上を持ちまして、令和３年度 第１回 半田市地域福祉計画推進委員

会を終了します。ありがとうございました。 

 
（終了） 

 


